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全日本サーフキャスティング連盟本部 環境部 

 第 31回環境ニュースで、“広島県の蠣（カキ）の生育が年々良くなってきた”とご説明したばかりです

が、ここにきて今年の蠣の不漁ニュースが飛び込んできました。申し訳ございません。 

 不漁の理由は、例年に無く海水温が高いまま推移したため、塩分濃度が上昇し酸欠の状態が影響したの

ではないかと推定されています。 

 九州や東北では際立った被害は無いようで、瀬戸内海のような閉鎖海域だけの現象だそうです。 

サカナはある程度移動ができますが、養殖蠣はその場から移動できないので、今はどうしようもない状

況のようです。 

拡大解釈をすれば、サカナが釣れなくなった理由は、天敵の鵜だけでは無いかもしれません。どうすれ

ば、以前のような釣果に戻ることができるのでしょうか。 
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